
区分 単位 １単位

科目名 時間数 ３０時間

講師名 履修学年 ３年次

概要

学習目標

回数 授業形態

2 講義 第２章

14 講義 第4章

15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

成績評価の方法　　筆記試験100％

備考　　合同授業で行う

まとめ/試験

新体系看護学全書　精神障害をもつ人の看護　精神看護学②　メヂカルフレンド社

精神疾患の主な治療法

Ⅰ薬物療法 Ⅱ電気けいれん療法 Ⅲリハビリテーション療法 Ⅳ精神療法

第１章

精神障害をもつ人の抱える症状と診断のための検査

・精神科的診察・診察・一般検査・画像検査

3～13

1.精神疾患／障害の判断基準・分類

2.主な精神疾患／障害

A神経発達症群／神経発達障害群　　　 B統合失調症スペクトラム障害

C双極性障害　　　　　　　　　　　　 D抑うつ障害群

E不安症群／不安障害群　　　　　　　 F強迫症／強迫性障害

G心的外傷およびストレス因関連障害群

H解離症群／解離性障害群

I身体症状症および関連症群

J食行動障害および摂食障害群

K睡眠ー覚醒障害群

L物質関連障害および嗜癖性障害群

M神経認知障害群

Nパーソナリティ障害群

Oてんかん

講義 第3章

授業内容

                                                           学習内容

1

精神医療・看護の対象者；精神の病気・障害をもつということ

・精神（心）を病むということとは

・偏見・差別

・精神に障害をもって生活するということ

講義

専門分野

精神臨床看護Ⅰ

非常勤講師

精神疾患・障害をもつことの意味、疾患の症状・診断・治療法についての基礎的知識を学ぶ。

精神に障害をもつ人への看護の変遷や人権の視点から学びを深める。

1.主な精神疾患について、その症状／状態像、検査、治療を理解できる。

2.精神疾患、精神症状、精神状態について理解できる。

3.精神障害をもつ人の地域における生活支援について理解できる。


